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地域 校種 学年 調査人数
２００４年 ６月 保育園 年長児 21
２００４年 ５月 小学校 第１学年 68
２００４年 ５月 小学校 第２学年 77
２００４年 ５月 小学校 第３学年 109
２００４年 ５月 小学校 第４学年 100
２００４年 ５月 小学校 第５学年 94
２００４年 ５月 小学校 第６学年 91
２００４年 ５月 中学校 第１学年 76
２０１３年 ７月 小学校 第１学年 105
２０１４年 ６月 小学校 第２学年 108
２００８年 ４月 小学校 第３学年 25
２００８年 １１月 小学校 第３学年 25
２００９年 ３月 小学校 第３学年 25
２００９年 ６月 小学校 第４学年 24
２００９年 １１月 小学校 第４学年 24
２０１０年 ２月 小学校 第４学年 24
２０１２年 ６月 小学校 第５学年 71
２０１３年 ５月 小学校 第６学年 73
２００４年 ６月 小学校 第４学年 59
２０１４年 ５月 小学校 第４学年 102
２０１１年 ４月 小学校 第３学年 30
２０１１年 ５月 小学校 第３学年 30





















図１－４ 研究対象地域 東京都稲城市 























































５）Hart(1979)は、それぞれの参照系に関して Egocentric System of Reference, Fixed 




























































































図２―１  研究対象地域 長峰地区 



































































図２－５ 手描き地図 ルート１型 保育園年長 
※破線より右がサーベイマップ 
図２－４ 手描き地図の形態分類 


















図２－５ 手描き地図 ルート１型 保育園年長 








図２－７ 手描き地図 ルート２型 第３学年 
図２－８ 手描き地図 サーベイ２型 第６学年 





























































自然・土地利用 店・医院 交通・道路 学校・公共施設
家・建物 公園・広場 その他
表２－１ 手描き地図に描かれた主な要素 
番 年長 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１
1 自分の家 12 小学校 26 自分の家 44 自分の家 85 自分の家 66 自分の家 61 自分の家 53 自分の家 40
2 もみの木保育園 8 自分の家 24 小学校 42 小学校 84 小学校 52 駐車場 52 小学校 45 中学校 36
3 木 3 友達の家 9 校庭 14 公園 30 駐車場 33 小学校 36 もみの木保育園 36 向陽台小 28
4 信号 3 もみの木保育園 7 遊具 13 もみの木保育園 29 公園 27 公園 32 公園 31 公園 23
5 公園 12 校庭 29 街区・号棟 20 遊具 30 駐車所 31 スーパー三和 18
6 階段 12 正門・西門 23 もみの木保育園 20 街区・号棟 29 ファミリーマート 26 マンション 16
7 信号 10 マンション 23 遊具 19 道路・歩道 28 遊具 24 野球場 14
8 友達の家 10 階段 22 マンション 19 草原・芝生 26 マンション 24 家・住宅 14
9 ぞうさん公園 10 大階段 22 ぞうさん公園 19 ぞうさん公園 21 街区・号棟 23 駐車場 13
10 マンション 9 信号 22 道路・歩道 16 バス停 20 草原・芝生 20 カメ公園 11
11 銀のタヌキ 8 駐車場 21 大階段 15 もみの木保育園 20 総合体育館 18 店 11
12 横断歩道 8 赤レンガ公園 19 正門・西門 14 階段 18 ぞうさん公園 16 バス停 11
13 赤レンガ公園 8 道路・歩道 17 校庭 12 マンション 18 階段 16 階段 8
14 ぞうさん公園 17 階段 11 木・森 17 家・一戸建て 16 みはらしの家 8
15 銀のタヌキ 17 草原・芝生 11 ごみ置き場 16 木・森 15 木・森 8
16 家・一戸建て 17 銀のタヌキ 11 ファミリーマート 16 バス停 14 自転車置き場 8
17 木・森 16 友達の家 10 大階段 16 風の広場 14 長峰小 8
18 横断歩道 14 バス停 10 家・一戸建て 16 集会場 14 ａｍｐｍ 8
19 ファミリーマート 14 信号 10 赤レンガ公園 13 大階段 13
20 遊具 13 自転車置き場 12 空き地 13
21 学童クラブ 12 総合体育館 12 友達の家 10
22 草原・芝生 11 くものす公園 12




図２－10 手描き地図に描かれた要素 （手描き地図調査により作成） 






















































































家の中 道路 公園 体育館 空き地 森や林 学校の校庭
店やコンビ
ニの近く その他
３年 54.1 4.6 70.6 5.5 17.4 6.4 24.8 9.2 16.5
４年 61.0 6.0 75.0 5.0 6.0 1.0 24.0 7.0 25.0
５年 65.6 8.6 69.6 5.4 15.1 7.5 22.6 10.8 15.1
６年 67.0 5.5 78.0 37.4 5.5 8.8 14.3 18.7 9.9
合計 61.6 6.1 73.3 12.7 11.2 5.9 21.6 11.2 16.8
（アンケート調査により作成　複数回答）








































３年 24.8 23.9 21.1 33.0 15.6 11.0 7.3 10.1 17.4 28.4
４年 34.0 20.0 40.0 37.0 16.0 17.0 6.0 24.0 10.0 27.0
５年 33.3 18.3 26.9 31.2 25.8 22.6 0.0 23.7 8.6 30.1
６年 36.3 8.8 36.3 45.1 26.4 35.2 11.0 7.7 17.6 18.7
合計 31.8 18.1 30.8 36.4 20.6 20.9 6.1 16.3 13.5 26.2
（アンケート調査により作成　複数回答）
























勉強の塾 そろばん 音楽 スポーツ その他
３年 28.4 1.8 35.8 52.3 6.4
４年 34.0 5.0 30.0 57.0 11.0
５年 52.7 1.1 31.2 50.5 17.2
６年 60.4 1.1 25.3 49.5 16.5
合計 43.0 2.3 30.8 52.4 12.5
（アンケート調査により作成　　複数回答）
表２―４ 小学生の習い事 第３学年から第６学年 
１回 ２回 ３回 ４回以上
３年 32.1 20.2 13.8 12.8
４年 16.0 17.0 25.0 26.0
５年 11.8 22.6 20.4 19.4
６年 13.2 16.5 18.7 40.7
合計 18.8 19.1 19.3 24.2
（アンケート調査により作成）



























学年 １人 ２～３人 ４～５人 ６～９人 １０人以上
３年 2.8 53.2 25.7 10.1 5.5
４年 6.0 56.0 25.0 9.0 2.0
５年 2.2 39.8 39.8 10.8 0.0
６年 0.0 30.8 46.2 16.5 0.0
合計 2.8 45.5 33.6 11.5 2.0
（アンケート調査により作成）
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（１） ルートマップを描いた児童 児童２－③の事例 
 この子どもが撮影した写真は、近景 13、中景 12、遠景１であり、近景が多いことがわ



























図２－16 子どもが撮影した写真 第３学年児童２－③ プール 

































図２－20 子どもが撮影した写真 第３学年児童２－⑦ 若葉台の風景 





























































 保育園年長児 21 人 小学校第１学年 68 人 第２学年 77 人 第３学年 109 人  




















調査日時  2004 年５月 30 日（日）午前 10～12 時 
天 候      晴れ 
使用カメラ レンズ付フィルム 
      35mm フィルム２７枚撮り 
行 程      学校－総合体育館－光の広場－若葉台公園（図２－１） 
距 離   約 2500ｍ 







第３章 ルートマップの形成  第１・２学年 










手描き地図調査は、第１学年の 2013 年 7 月 12 日に 105 人を対象として、その後、調





































































 図３－２ 手描き地図の形態分類 小学校第１・２学年 





















図３－３ 建物表現の分類 小学校第１・２学年 






















































0 100 200 300 400 500
第１学年
第２学年
自然・土地利用 店・医院 交通・道路 学校・公共施設
家・建物 公園・広場 その他
図３－４ 地図に描かれた要素の種類 第１・２学年 





















要素 人数 要素 人数
1 小学校 47 1 小学校 60
2 家 42 2 自分の家 47
3 自分の家 31 3 家 33
4 友だちの家 12 4 信号 19
5 用水路 8 5 友だちの家 18
6 信号 8 6 畑 18
7 畑 7 7 梨畑 11

























































図３－７ 手描き地図 小学校第１学年 非ルート 児童３－① 










図３－９ 手描き地図 小学校第１学年 ルート１型 児童３－② 
図３－10 手描き地図 小学校第２学年 ルート２型 児童３－②
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 第 1 学年のときにルート 1 型の地図を絵がいたい子どもで、第２学年でルート２型の地
図に変化した子どもが約 20％である。次いで第 1 学年のときに、非ルートの地図を描き、









































































































































































































 酒川（2004）は、広島県瀬戸田町における駄菓子やについて調査し、1970 年代から 2000















第４章 ルートマップからサーベイマップへの移行 第３・４学年 





























図４－１ 研究対象地域 大丸地区（地理院地図をもとに作成） 












第３学年のはじめの４月には、ルート 1 型が約 10％で、ルート２型が約 80％であり、
全体の約 90％をルートマップが占める。また、サーベイ１型が約 10％見られる。その後
11 月には、ルートマップの割合が，約 70％に減少し、さらに３月にはルートマップの割




図４－２ 手描き地図の形態分類 第３・４学年 




























自然・土地利用 店・医院 交通・道路 学校・公共施設
家・建物 公園・広場 その他
図４－３ 手描き地図に描かれた要素の種類 第３・４学年 
































 図４－４ 薬局クリエイト ランドマークとなる 
























第３学年４月 第３学年１１月 第３学年３月 第４学年６月 第４学年１１月 第４学年２月
1 小学校 21 小学校 23 小学校 24 小学校 21 小学校 22 小学校 20
2 自分の家 14 クリエイト 14 クリエイト 13 多摩川 18 自分の家 18 自分の家 15
3 家 14 多摩川 13 スリーエフ 10 緑地公園 14 友だちの家 15 多摩川 14
4 駐車場 8 スリーエフ 11 多摩川 9 クリエイト 12 クリエイト 13 クリエイト 14
5 多摩川 7 横断歩道 10 畑 9 自分の家 12 緑地公園 12 緑地公園 13
6 市民プール 7 自分の家 10 自分の家 9 踏切 10 スリーエフ 11 畑 11
7 時計 7 緑地公園 10 公園 9 ハイコーポ 10 稲城マンション 10 友だちの家 11
8 クリエイト 6 友だちの家 9 駐車場 6 スリーエフ 9 多摩川 9 駐車場 10
9 田んぼ 5 駐車場 9 市民プール 6 市民プール 8 市民プール 9 市民プール 10
10 校舎 5 稲城マンション 7 鉄道 5 稲城マンション 8 田んぼ 8 スリーエフ 9
11 公園 5 公園 7 友だちの家 5 大丸用水 6 ハイコーポ 8 稲城マンション 9
12 大丸用水 6 光マンション 5 畑 6 畑 7 光マンション 7
13 田んぼ 6 土手 6 踏切 7 店 6
14 時計 6 田んぼ 5 光マンション 7 稲城長沼駅 6
15 校舎 6 店 5 駐車場 6 ハイコーポ 6
16 市民プール 6 鉄道 5 横断歩道 6 田んぼ 5
17 家 6 横断歩道 5 公園 6 踏切 5
18 マンション 5 友だちの家 5 文化センター 5 公園 5
19 光マンション 5 府中市 5 府中市 5
20
（手描き地図調査により作成）






























































































































３年 48.0 12.0 40.0 0.0 4.0 0.0 32.0 12.0 32.0
４年 58.3 8.3 70.8 0.0 20.8 4.2 20.8 4.2 29.2
合計 53.1 10.2 55.1 0.0 12.2 2.0 26.5 8.2 30.6
（アンケート調査により作成）
















































３年 48.0 8.0 36.0 28.0 16.0 8.0 0.0 24.0 12.0 20.0
平日 ４年 45.8 33.3 29.2 29.2 41.7 16.7 0.0 20.8 12.5 16.7
合計 46.9 20.4 32.7 28.6 28.6 12.2 0.0 22.4 12.2 18.4
３年 52.0 16.0 32.0 28.0 0.0 8.0 0.0 16.0 28.0 36.0
休日 ４年 45.8 20.8 37.5 25.0 4.2 12.5 0.0 8.3 41.7 25.0
合計 49.0 18.4 34.7 26.5 2.0 10.2 0.0 12.2 34.7 30.6
（アンケート調査により作成）























勉強 そろばん 音楽 スポーツ その他
３年 28.0 0.0 24.0 40.0 20.0
４年 50.0 0.0 25.0 41.7 8.3
合計 38.8 0.0 24.5 40.8 14.3
(アンケート調査により作成）
表４－５ 小学生の習い事 第３・４学年 
第　６　表　習い事の１週間当たりの回数
（％）
１回 ２回 ３回 ４回以上
３年 20.0 24.0 8.0 16.0
４年 4.0 32.0 12.0 16.0
合計 12.2 28.6 10.2 16.3
(アンケート調査により作成）




















第１項 ルートマップからサーベイマップへの発達 児童４－①の事例 









１人 ２～３人 ４～５人 ６～９人 １０人以上
３年 16.0 44.0 28.0 8.0 0.0
４年 4.2 41.7 45.8 4.2 4.2
合計 10.2 42.9 36.7 6.1 2.0
（アンケート調査により作成）


















































図４－６ 手描き地図 第３学年４月児童４－① 
































































































































































 第 3 学年  2008 年４月 10 日 25 名 
          11 月 11 日 25 名 
       2009 年３月 2 日 25 名    
 第４学年     ６月５日 24 名 
          11 月 18 日 24 名 




３）遊び行動に関するアンケート調査は、第３学年の 2008年 12月 10日と第４学年の 2009

























 手描き地図調査は初めに子どもが第５学年であった 2012 年６月 15 日に 71 名を対象に











































0% 20% 40% 60% 80% 100%
５年
６年
非ルート ルート１型 ルート２型 サーベイ１型 サーベイ２型
図５－１ 手描き地図の形態分類 第５・６学年 




























図５－２ 建物表現の形式 第５・６学年 






















図５－３ 手描き地図に描かれた要素の種類 第５・６学年 
       （手描き地図調査により作成） 
0 100 200 300 400 500 600
５年
６年

















表５－１ 手描き地図に描かれた主な要素 第５・６学年 
（人）
番
1 小学校 48 小学校 40
2 自分の家 40 自分の家 39
3 家 27 家 30
4 マンション 25 畑 30
5 用水路・川 25 マンション 23
6 畑 19 用水路・川 21
7 駐車場 18 駐車場 18
8 いちょう並木通り 18 公園 17
9 公園 16 稲城大橋 16
10 なし畑 14 アパート 14
11 矢野口駅 11 なし畑 14
12 稲城大橋 9 矢野口駅 14
13 ＪＲ南武線 8 いちょう並木通り 13
14 信号 8 多摩川 12























































図５－６ 手描き地図 ルート２型 第５学年 児童５－① 
図５－７ 手描き地図 サーベイ１型 第６学年 児童５－①  
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図５－８ 学校の校舎から北を望む景観 鉄道が見える 







図５－９ 手描き地図 サーベイ１型 第５学年 児童５－② 














図５－11 手描き地図の形態分類の変化 第５・６学年   
































































































































１）調査対象の人数は、第５学年 71 名、第６学年 73 名である。このうち 70 名は、２回
の調査のどちらにも参加している。 
 調査は、いずれも社会科の授業の一部の時間を使い、筆者が実施した。 
２）調査の方法は、他の手描き地図調査と同一である。調査時間は、30 から 40 分の時間




























第６章 異なる地域における知覚環境         
 




























































図６－１ 研究対象地域 長峰地区 






















図６－２ 小学校の校庭と体育館 長峰地区 背景はニュータウンの














第２項 知覚環境の特色 長峰地区 
 長峰地区の第４学年の手描き地図の分類では、非ルートマップが全体の約 20％見られる。
非ルートマップの割合も高く、まだ道路をたどって地図を描くことができない子どもが見









































      （手描き地図調査により作成） 
図６－４ 手描き地図の建物表現の比較 





















要素（長峰地区） 人数 要素（大丸地区） 人数
1 自分の家 66 自分の家 47
2 小学校 52 小学校 42
3 駐車場 33 公園 22
4 公園 27 友だちの家 22
5 街区・号棟 20 畑 21
6 もみの木保育園 20 マンション 20
7 遊具 19 駐車場 18
8 マンション 19 店 17
9 ぞうさん公園 19 家 16
10 道路・歩道 16 大丸用水 13
11 大階段 15 信号 12
12 正門・西門 14 アパート 10
13 校庭 12 木・林 10
14 階段 11 なし畑 8
15 草原・芝生 11 踏切 8
16 銀のタヌキ 11 いちょう並木通り 7
17 友だちの家 10 いなげや 7
18 バス停 10 四中 6
19 信号 10 押立ドラッグ 6
20 川 6
図６－５ ぞうさん公園 長峰地区  





















図６－６ ニュータウン内の広場と集会施設 長峰地区 























図６－７ 研究対象地域 押立地区 
 （1：25，000 地形図「武蔵府中」平成 11 年部修 平成 12 年発行 
                               『時系列地図閲覧ソフト今昔マップ』による） 
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第２項 知覚環境の特色 押立地区 
 押立地区の手描き地図の形態分類では、非ルートマップが 10％に満たない。ルート 1













































して描く事例が一番多く、71 例中 49 例（69.0％）見られる。これに対し、押立地区では、




















２）調査対象人数は、ニュ－タウンである長峰地区が第４学年の児童男子 54 名、女子 46
名の合計 100 名であり、調査時期は 2004 年５月から６月にかけてである。押立地区は、
第４学年の児童男子 26 名、女子 33 名の合計 59 名であり、調査時期は 2004 年６月であ
る。 
３）押立地区の塞の神の行事は、多摩川沿いの児童公園で、毎年１月初旬に行われる。本
























第７章 知覚環境の年次変化 2004 年と 2014 年 
 













 第１回の調査は、2004 年６月に東京都稲城市にある小学校の第 4 学年の児童 59 名を対




 調査方法は、子どもに B4 判の白紙を渡し、「あなたの住んでいるまわりの様子について












単純な道路によって描かれるルート 1 型の地図が、約 10％見られる。また、サーベイマッ
プが１型と 2 型を併せて、約 20％見られる。 
これに対し、第 2 回目の調査では、最も多い類型はルート２型であり、約 80％がこれに














2004 年の結果と 2014 年の結果について χ２検定を行った結果、５％水準で有意差が認
図７－１ 手描き地図の形態分類 2004 年と 2014 年 











方の地図の割合がわずかに増加している。しかし、第 1 回と第 2 回の調査で、どちらも約
半数は視点の転換が行われることが読み取れる。 


































要素 人数 % 要素 人数 %
1 自分の家 47 79.7 小学校 80 78.4
2 小学校 42 71.2 家 44 43.1
3 公園 22 37.3 公園 43 42.2
4 友だちの家 22 37.3 自分の家 39 38.2
5 畑 21 35.6 畑 36 35.3
6 マンション 20 33.9 マンション 29 28.4
7 駐車場 18 30.5 用水路（大丸用水） 26 25.5
8 店 17 28.8 駐車場 19 18.6
9 家 16 27.1 矢野口駅 17 16.7
10 大丸用水 13 22.0 信号 16 15.7
11 信号 12 20.3 いちょう並木通り 13 12.7
12 アパート 10 16.9 なし畑 13 12.7
13 木・林 10 16.9 体育館 13 12.7
14 なし畑 8 13.6 なし屋 11 10.8
15 踏切 8 13.6 稲城大橋 11 10.8
16 いちょう並木通り 7 11.9 横断歩道 11 10.8
17 いなげや（スーパー） 7 11.9 中学校 11 10.8
18 中学校 6 10.2 ＡＢＣ公園 11 10.8
19 押立ドラッグ 6 10.2
20 川 6 10.2
2004年 2014年





 近年の 10 年間における子どもの生活の変化を検討するために、子どもを対象とした調
査の結果をもとに生活の変化を描き出し、知覚環境との関係について考察する。 
 
第 1 項 外遊び 
 小学生を対象とした生活時間調査としては、ベネッセ教育総合研究所が実施した「放課
後の生活時間調査」がある。第 1 回調査が 2008 年 11 月、および第 2 回調査が 2013 年 11
月に実施された３）。対象は小学生から高校生までの児童・生徒である。第１回調査は、全
体の調査対象 8，017 名で、小学校第５学年 1，339 名、第６学年 1，264 名である。第２
回調査は、全体の調査の有効回答数は、8,100 名であり、このうち小学生は第 5 学年が、1，








































年度 ２００９年 ２０１３年 ２００９年 ２０１３年
月に１日未満 1.1 0.3 0 0.2
月に１日 1.1 0 0.5 0.2
月に２～３回 2.8 1.7 1.2 1.6
週に１日 33 35.2 15.5 14.1
週に２～３回 60.6 61.7 55.8 61.3
週に４～５回 1.1 0.8 23.4 19.8
週に６～７回 0.3 0.3 3.6 2.8
補修塾 進学塾





第３項 遊び場  













テレビゲームをする時間は、2004 年と 2009 年を比較すると、「ほとんどしない」割合
が減少し、「する」割合が増加している（図７－５）。特に、３時間以上する子どもの割合
の増加が顕著である。したがって、テレビゲームをする時間は増えていると言える。この
図７－４ 小学生の放課後の遊び場 第４学年 













図７―５ 小学生がテレビゲームをする時間 第４学年 
      （ベネッセ教育研究所の資料により作成） 
図７－６ 遊び環境の悪化の循環 

















稲城市押立地区では、2005 年から 2011 年にかけて人口が増加している（図７－７）。
これに伴って、押立地区の小学校の児童数は、2004 年から 2011 年にかけて増加傾向であ












   
 
 






                 


















図７－10 学区域周辺 2008 年 
（1:25,000 地形図「溝の口」平成 20 年部分更新 平成 21 年発行） 
   ０  400m 
 
   ０   400m 
図７－９ 学区域周辺 1998 年 





１）χ２ （2）＝13.68 p＜.05 
２）χ２  (1)  =1.98，  p＞.05 
３）「放課後の生活時間調査」は、無作為抽出の小学校第５学年から高等学校第２学年まで
が調査対象で自記式質問紙調査である。小学校第５・６学年の結果を示した。有効回答数
は、第 1 回が第 5 学年 1,339 名、第６学年 1，264 名で、第２回が第５学年 1,245 名、第
６学年が 1，162 名ある。 
http://berd.benesse.jp/up_images/research/2014_houkago_02.pdf  
（2015 年４月 15 日閲覧） 
４）「学校外教育活動に関する調査」は、第 1 回が 2009 年３月に、第 2 回が 2013 年３月
に子どもをもつ母親を対象にインターネット調査を実施した。調査対象は３歳から 18 歳
の子どもをもつ母親で、小学生をもつ親は 6，018 名である。小学生全体の結果を示した。 
http://berd.benesse.jp/berd/center/open/report/gakkougai/2013/pdf/001_030_Spreadshe
et.pdf  
（2015 年４月 15 日閲覧） 
５）「子どもの生活実態基本調査」は、自記式質問紙調査で、小学校第４学年から高等学校
第２学年が調査対象で、小学校第４学年のサンプル数は第２回調査が 1，153 名、第 1 回
調査が 1，494 名である。 
http://berd.benesse.jp/berd/center/open/report/kodomoseikatu_data/2009/pdf/data_13.p















































































    



























１１ ○地図をもとに調べて分かったことを発表する。 子どもが作った地図 
指示棒 自分人形 


































































































































































































































































































 ４ 〇学区探検の計画を立て、学習問題を作る。 学区域の地図 













 11 〇地図記号の意味をまとめる。 学区域の地図 








































 「学校のまわりのようす」の単元の終了後に，地図を描いた結果、では、ルート 1 型の
割合が、約 20％で、ルート 2 からの割合が、約 60％となる。サーベイマップの割合が、





図８－５  学区探検の様子 駅周辺の見学 































































図８－８ 手描き地図 児童８－① ５月 サーベイ１型 













































































１）小学校学習指導要領社会（2008 年告示）による（文部科学省 2008）。 
２）「東西南北体操」は、寺本潔氏の考案による。子どもが体を動かしながら野外で８方位
を確かめるための体操である。 
３）町探検は、グループ別の行動にはせずに、第３学年２クラスの子ども全員 1 組 24 名、


























第９章 結 論 
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